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2018年度に未来社会創造機構の部⾨として研究所を設置、マテリアル領域に
のけるイノベーションに貢献するとともに、産学官連携による社会的価値の
創造を⾏うことを⽬的として設置

２０２２年４⽉ 企画戦略室＋５研究部⾨体制に強化

マテリアルイノベーション研究所の前⾝となるグリーンビークル材料研究施設
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マテリアルイノベーション研究所の５つの研究部⾨

Digital Transformation (DX) を活⽤し、エネルギー、環境、バイオ、構造材料分
野の先鋭的かつ総合的なイノベーティブ技術の創出を【産学連携】のもと⾏う

先鋭技術



マテリアルDX研究部⾨
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塚⽥祐貴准教授 構造組織予測モデル、データ同化

ミッション： 情報科学と材料科学の融合領域の開拓により、分野横断的
DX⼈材の育成、産学連携「モノづくり」の⾰新を⽬指す

樋野励教授 ⽣産モデルリング、
スケジューリング

旭良司教授（部⾨⻑） 第⼀原理計算・マテリアルズインフォマティクス
による機能性無機材料設計

川尻義章教授 プロセスインフォマティクス
                     CO2吸着プロセス

君塚肇教授 構造材料、⽔素関連材料の原⼦レベルシミュレーション

⻑岡正隆教授 化学反応論、
分⼦シミュレーション

⼩橋眞教授 ⾦属積層造形など機能性
材料のプロセス開発

⽣産モデリング・
スケジューリング

⾦属３D
プリンティング

化学⼯学
プロセス

化学反応・分⼦
シミュレーション

第⼀原理計算・
マテリアルズ

インフォマティッ
クス



材料 材料組織 多階層部材

マテリアルDXの活⽤
プロセス 生産システム

マテリアルDX研究部⾨



エネルギーマテリアル研究部⾨
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CNT-OPV, PSCセミモジュール
エネルギーマテリアル研究部⾨



環境マテリアル研究部⾨
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ミッション：
・未利⽤資源，廃棄物からのエネルギー・マテリアルの創成と循環，

・環境純化，保全に向けた有害物質の分離回収と有効利⽤，
・温暖化ガスの低減

等に関わる材料研究開発など，SDGｓの３，６，７，９，１２，１３，１４，
１５の達成に資する材料・プロセス開発研究を⾏い，⾃然・社会に還元する．



環境マテリアル研究部⾨



バイオマテリアル研究部⾨



バイオマテリアル研究部⾨

医工連携・産学連携により、バイオマテリアル設計とスマート製造プロセス開発をおこなう
ことを特徴とする

核酸医薬

細胞シート

幹細胞由来因子

半導体レーザー治療

臨床用医療機器

前臨床研究（動物実験）

臨床研究

生体適合性ゲル

タンパク質・ペプチド材料

機能性磁性ナノ粒子

再生医療プロセス･デバイス

細胞画像情報処理

創薬スクリーニング

フロー合成

医学部附属病院ゲノム医療センター

医学部附属病院診療科心臓外科

医学部附属病院診療科歯科口腔外科

工学研究科化学システム工学専攻

工学研究科生命分子工学専攻

創薬科学研究科基盤創薬学専攻

工学研究科エネルギー理工学専攻

医 工
医工
連携

研究テーマ

材料 プロセス



グリーン構造材料インフォマティクス研究部⾨



グリーン構造材料インフォマティクス研究部⾨

安全安心社会

環境エネルギー

安全安心社会安全安心社会

CA:セルラーオートマトン法
CPFEM：結晶塑性有限要素法

安全安心社会



2024.11.21
13:00~18:00（18:00～懇親会）

13:00~13:15 

13:15~13:50

ご挨拶　

15:00~15:30 休憩

未来社会創造機構 機構長　佐宗章弘マテリアルイノベーション研究所 所長　松尾豊
「データ駆動型材料設計のための  機械学習技術の動向と展望」

機械システム工学専攻機械知能学 教授　竹内一郎
13:50~14:25 「機能性材料設計のための  機械学習手法と応用」

マテリアルイノベーション研究所マテリアルDX研究部門 教授　旭良司
14:25~15:00 「半導体材料開発への  インフォマティクス技術応用」

未来材料・システム研究所未来エレクトロニクス集積研究センター 准教授　沓掛健太朗

15:30~16:05 「AGCにおける材料開発DX」
AGC株式会社先端基盤研究所 マネージャー　吉田拓未氏

16:05~16:40 「ベイズ最適化した潜在変数からの  鉄鋼材料設計」
材料デザイン工学専攻計算材料設計 助教　陳達徳

16:40~17:15 「転移学習を用いたプロセスモデリング」
物質プロセス工学専攻先進プロセス工学 准教授　藤原幸一

17:15~17:30 「名古屋大学のDXシーズマップ」　
17:30~17:45 総合議論&closing
18:00~ 懇親会

OI推進室／TII　酒井武信

PROGRAM

（木）
場所 名古屋大学NIC館３F大会議室およびリモート

※懇親会会場：名古屋大学 ES総合館 １F シェ ジロー（chez Jiroud）

申込方法 下記URLにて申込みください

申込期限 ����年��月�日（金）

　研究開発において「DXの活用は不可欠」と言われてい
ますが、それら計算手法の包括的な理解と相互連携する
ことは、産業応用にとって非常に有効です。
　本シンポジウムでは、マテリアルDXに関して各研究者
が実施している計算手法の得意領域や特徴を包括的に
紹介し、計算手法の活用と展望を議論します。
　これから材料開発にDXを取り組んでいこうと考えてい
る企業の方々、既に材料研究にDXを活用している大学の
研究者など、多数のご参加をお待ちしています。

問い合わせ ： 名古屋大学 　マテリアルDXシンポジウム事務局
Eメール：kimura.haruka.z�@f.mail.nagoya-u.ac. jp　

主     催       ： 名古屋大学未来社会創造機構 マテリアルイノベーション研究所 
共     催       ： 東海国立大学機構、Tokai Innovation Institute（TII）

左図のQRコードからも
申し込み可能　　　

名古屋大学
マテリアルDX活用シンポジウム

情報科学と材料科学の融合領域の開拓により、
分野横断的DX人材の創出、産学連携「モノづくり」の革新を目指す

https://forms.gle/BkwqtTmJh�CxtCTr�
参加費無料 ※

※懇親会は会費�,���円を　シンポジウムの参加受付時に頂戴します






